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要 旨   

アルコール使用障害では、認知や脳の変化が一般的であり、患者によって重要な違いが

ある。睡眠障害もまた、これらの患者では非常に頻度が高く、飲酒停止後も続くことが

あるにもかかわらず、ほとんど無視されたままである。睡眠障害は、特定の脳の変化の

結果、認知障害を引き起こす可能性がある。しかし、睡眠障害は、共通の病態生理学的

メカニズムによって、アルコールに関連した脳の異常や認知障害を悪化させることもあ

る。その上、睡眠障害はアルコール使用障害発症の脆弱性因子であると思われる。臨床

的な観点から、睡眠障害は治療成績に影響を与え、再発のリスクを高めることが知られ

ている。本稿では、アルコール使用障害における睡眠障害と脳および認知の関係につい

てより深く理解するために、ナラティブ・レビューを実施した。我々は、アルコール使

用障害患者において観察される脳と認知の変化の異質性は、少なくとも部分的には、関

連する睡眠障害によって説明できることを示唆した。また、睡眠障害は心理社会的治療

や禁酒の維持に必要な神経心理学的障害を悪化させることにより、間接的に再発を助長

する可能性があると考えられる。臨床現場への影響と今後の研究の展望を提案する。 

  


